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ⅠⅠⅠⅠ    実務者連絡会から実務者連絡会から実務者連絡会から実務者連絡会から    

    

平成27年度実務者連絡会世話人         

榊原 洋子、秋吉 延崇、平 雅文、大泉 学、田平 泰広、荻野 和夫 

 

平成27年度は、化学物質管理の中でもリスクアセスメントについて考えさせられた1年間でした。

平成26年8月の労働安全衛生法改正によって、これまで努力義務だったリスクアセスメントが義務付

けられることになったことを受け、大環協研修会でも、技術分科会でもその話題でもちきりでしたが、

3月の第8回実務者連絡会においても、6月の完全義務化にむけての直前勉強会になりました。的確な

リスクアセスメントは、環境・安全・衛生リスクを低減するために有効なツールとなるものですが、

学外から持ち込まれる「義務」というものに、大学等研究教育機関は強くありません。しかし、自ら

の知識や技術を磨き、実務に役立てることに余念のない実務者の交流は、各事業所の事情を超えた力

を生み出すことでしょう。本会プログラムにおいても実務者企画が多数組み込まれ、ますます期待さ

れていることがうかがわれます。本18号実務者連絡会会報、および及び協議会の発行する「環境と安

全」をお読みになってください。 

リスクといえば、実務者の健康リスクも心配されています。法人化10年以上経て、実務者の労働環

境も複雑化しているようですが、一人で悩まず、協力して課題を乗り越えていきましょう。 

 

＜ダイジェスト情報＞ 

○総会前の実務者企画研修会・・・名古屋大学で開催 

京都工芸繊維大学環境科学センター山田悦先生からの水銀問題を始め、大学等における多数の排

水管理に関わる問題事例等を共有。他の研修会では絶対に聞けない貴重な情報が複数あり。 

○総会・・・名古屋大学での本会プログラム内で開催 

実務者連絡会への教員参加について世話人で検討した結果を報告。実務に携わる者であれば教授

まで参加活動はOK。ただし、実務者連絡会の運営（世話人、部門長、副部門長）は、教授を除く職

種とする。 

○技術分科会前の見学会・・・山口大学医学部解剖実習室の見学、秋吉台 

○実務者企画研修会・・・カリエンテ山口で開催 

各部門活動、プロジェクト報告、化学物質リスクアセスメントに関する活発な発表及び議論がで

きました。 

○技術分科会における実務者企画プログラム 

①本会報告プログラムに、山口大 山野聖子さんが実務者連絡会プロジェクト研究成果を報告した。 

②化学物質リスクアセスメントにおけるパネルディスカッション。特に、安全衛生部門長（茨城大

金澤さん）、九工大中村さんのご努力により、愛知工業大学の優れた取り組みを紹介することがで

きた。その後、愛知工業大学の大環協への会員登録が叶い、今後の実務者交流拡大が期待される。 

○実務者技術研修会前の見学会・・・アサヒプリテック（沖縄） 

○実務者技術研修会・・・琉球大学で開催 

水質汚濁防止法特定施設への行政対応について、神戸大吉村さんから有用な情報提供いただいた。

後半は、化学物質リスクアセスメント勉強会。九工大中村さん、静岡大中山さん、東京工業大学橋

本晴男先生から、各大学における化学物質リスクアセスメントの取り組み状況について報告いただ

いた。特に、長年産業現場での安全衛生活動に基づく橋本先生のお話しに対し会場から多数の質問

が寄せられ、経験に基づく的確なアドバイスがあり、有効な情報共有の場となった。懇親会は、泡
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盛やラフテー、サータアンダギー、南国の果物をほおばりながら、廃棄物処理や環境安全の活動基

盤はやはり実務者（人）であることを実感しました。 

 

 

 

 

平成平成平成平成27272727・・・・28282828年度年度年度年度実務者連絡会役員実務者連絡会役員実務者連絡会役員実務者連絡会役員    

役職名役職名役職名役職名    氏名氏名氏名氏名    大学等名大学等名大学等名大学等名    

世話人（大環協理事） 榊原 洋子 愛知教育大学 

世話人（大環協理事） 秋吉 延崇 岡山大学 

世話人（大環協監事） 平  雅文 高エネルギー加速器研究機構 

世話人 大泉  学 新潟大学 

世話人 田平 泰広 長崎大学 

世話人（大環協理事） 荻野 和夫 群馬工業高等専門学校 

監 事 前田 芳己 琉球大学 

廃棄物部門 
部門長 片岡 裕一 福井工業高等専門学校 

副部門長 河野 百合子 鹿児島大学 

安全衛生部門 
部門長 金澤 浩明 茨城大学 

副部門長 佐藤 智男 筑波大学 
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ⅡⅡⅡⅡ    第第第第11117777回実務者連絡会総会報告回実務者連絡会総会報告回実務者連絡会総会報告回実務者連絡会総会報告 

 

 第17回実務者連絡会総会を下記議題で開催しました。議案はすべて了承されました。 

日時：平成27年7月23日（木） 14時00分～14時45分 

 場所：名古屋大学 

【議事次第】 

１：平成26年度大学等環境安全協議会実務者連絡会事業報告（世話人 荻野・榊原） 

２：平成26年度決算報告（決算報告 荻野 監査報告 監事 前田） 

３：平成27年度大学等環境安全協議会実務者連絡会事業計画（世話人 榊原・秋吉） 

  平成27年度役員紹介 

４：平成27年度予算案 

５：実務者連絡会の現状 

６：各部門より連絡  廃棄物部門：片岡 安全衛生部門：金澤 

７：その他 

 

 

 

 

 

 

＜報告＞ 

１．１．１．１．平成平成平成平成26262626年度年度年度年度事業報告（事業報告（事業報告（事業報告（説明者：説明者：説明者：説明者：荻野）荻野）荻野）荻野）        

① 実務者連絡会で行った事業についての報告 

・昨年度総会H26.7.24 広島大学 新役員決定等 

・廃棄物管理研修会開催（排水を含む） H26.7.23 広島大学 会報第17号掲載 

・局所排気装置の維持管理（有志発行） 全会員に配布 

・廃棄物管理研修会（処理工場見学） H26.10.22 アサヒプリテック（株）神戸営業所 

・第７回実務者連絡会技術研修会 H27.3.5-6 神戸大学 

 廃棄物処理施設見学 神戸環境クリエート(株) 

・会報第17号発行 

・プロジェクト3件採択 

 （詳細は、各代表から報告） 
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２．２．２．２．平成平成平成平成26262626年度決算報告年度決算報告年度決算報告年度決算報告    （（（（資料資料資料資料））））    
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３．３．３．３．平成平成平成平成27272727年度大学等環境安全協議会実務者連絡会年度大学等環境安全協議会実務者連絡会年度大学等環境安全協議会実務者連絡会年度大学等環境安全協議会実務者連絡会    事業計画事業計画事業計画事業計画    

① プロジェクト募集（7月末締切）新規1～2件、継続1～2件 

② 廃棄物部門 研修会 7月23日 

③ 総会 技術賞表彰 （7月決定表彰） 

④ 分科会 廃棄物部門研修会及び平成25年度プロジェクト報告（10月大阪） 

⑤ 見学会（分科会前日・廃棄物関係処理業者） 

⑥ 第8回実務者連絡会技術研修会（琉球大） 

⑦ 会報第１７号発行（平成26年度末までの活動を平成27年5月編集、7月発行） 

⑧ 平成27年度 実務者連絡会新役員体制 （p.2に掲載） 

 

 

 

4444．平成．平成．平成．平成27272727年度予算案年度予算案年度予算案年度予算案    ((((資料資料資料資料))))    

事項 予算額 内訳 備考

（収入） 　円

前年度繰り越し 270,531 （内）現金2600円

実務者連絡会活動費 300,000 大学等環境安全協議会より

預金利息 110

収入計 570,641

（支出） 円

謝金 60,000

30,000 　総会・技術分科会

30,000 　研修会

見学会・研修会補助 130,000

90,000 見学会移動費補助等

40,000 研修会補助等

部門活動費 100,000

50,000 廃棄物部門活動費

50,000 安全衛生部門活動費

プロジェクト経費 100,000 2件（新規継続どちらでも）

銀行手数料・送料 2,000 振込み手数料他

　　事務費 20,000

予備費 158,641

支出計 570,641

平成27年度大学等環境安全協議会実務者連絡会予算（案）
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 ５５５５：：：： 実務者連絡会の現状（Ｈ実務者連絡会の現状（Ｈ実務者連絡会の現状（Ｈ実務者連絡会の現状（Ｈ22227777年年年年6666月末）月末）月末）月末） 

会員数：118人 （大学等研究機関：109人、企業：9人） 

  廃棄物部門：25人、安全衛生部門：31人、両部門：35 未登録者：27人 

メーリングリスト参加人数：117人（アドレス未登録者：1人） 

ＳＮＳサービス参加者：53人 

 

・SNSサービスについて 

実務者連絡会メンバーの情報交換及び相互理解を深めるため、SNS サービスの運用を開始しまし

た。このサービスは mixi と同様のもので、人と人とのつながりを促進・サポートする、コミュニ

ティ型の会員制のサービスです。会員間の相互理解を深め、テーマを絞った掲示板を作成し、情報

交換を行うことが出来ます。 

 この SNS へ参加するには、管理者から招待状を受け取らなければなりません。参加ご希望の方

は、世話人までご連絡ください。なお、参加に当たってはいくつか条件があります。 

1. 実名で登録する。（ハンドル名不可） 

2. 参加者は実務者連絡会メンバーに限る。 

3. 参加は無料。 

4. SNS内で知り得た情報を、情報提供者の了承無く外部に漏らさない。 

 

 

    

    

    

    

    

６．６．６．６．    部門活動部門活動部門活動部門活動    旧部門長から報告旧部門長から報告旧部門長から報告旧部門長から報告    

（１）廃棄物部門  

報告 H26年度部門長 中村 

・昨年度総会時H26.7.24 広島大学 部門長交代 

・廃棄物管理研修会開催（排水を含む） H26.7.23 広島大学 会報第17号掲載 

・廃棄物管理研修会（処理工場見学） H26.10.22 アサヒプリテック（株）神戸営業所 

 廃棄物処理施設見学 神戸環境クリエート(株) 

（２）安全衛生部門 

報告 H26年度部門長 中山 

 ・局所排気装置の維持管理（有志発行） 全会員に配布 

・第７回実務者連絡会技術研修会 H27.3.5-6 神戸大学 

 

 

＊SNSへの参加は随時受け付けています。 

参加を希望される方は、実務者連絡会世話人 平までご連絡ください。 

E-mail: masafumi.taira@kek.jp 
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７．実務者連絡会７．実務者連絡会７．実務者連絡会７．実務者連絡会会報公開のご案内会報公開のご案内会報公開のご案内会報公開のご案内    

    

実務者連絡会ホームページ（http://www.daikankyo-eng.org/public/）にて、 

会報誌1号から掲載されています。 
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ⅢⅢⅢⅢ    平成平成平成平成27272727年度年度年度年度    事業事業事業事業報告報告報告報告    

１．１．１．１．実務者連絡会プロジェクト実務者連絡会プロジェクト実務者連絡会プロジェクト実務者連絡会プロジェクト報告報告報告報告    

    

 平成 27 年度は実務者連絡会プロジェクトが稼働しました（継続１件，新規３件）。その報告書を掲

載いたします。    

 

 

（１）（１）（１）（１）教育研究機関における実験教育研究機関における実験教育研究機関における実験教育研究機関における実験廃液廃液廃液廃液取扱状況調査に基づく排水および実験取扱状況調査に基づく排水および実験取扱状況調査に基づく排水および実験取扱状況調査に基づく排水および実験廃液廃液廃液廃液講習内容の講習内容の講習内容の講習内容の検討検討検討検討 
○三田 和義（埼玉大学）、岡野 衣沙（静岡大学）、荻野 和夫（群馬工業高専）、 
大泉 学（新潟大学）、片岡 裕一（福井工業高専） 

 
プロジェクトの目的  
教育研究機関においての実験廃液処理は、自前処理から業者委託へと変わってきた。それに伴い、

実務者の業務内容はスムーズな廃液の処理業者への受け渡しが中心となってきた。実験廃液等の処理

においては、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」を根幹とする法令を遵守し、機関内で定めた

「取り扱い方法等」に従い対応している。排水および実験廃液に関する説明の対象は、実験が初めて

な学生、卒業研究を始める学生、大学院生の他、新採用教職員などであり、対象者の年齢や知識の幅

が広く、すべての対象者に同一な内容の講習や説明を行っても大きな教育効果は期待できない。現在、

講習や説明内容は、対象者を考慮しつつ学外への排水の影響等を考えた実験廃液の回収の要・不要の

判別など理想と現実に問題意識を持ちながらケースバイケースで実務者が判断している場合が多い。

そこで、本プロジェクトでは排水・実験廃液について教育対象者を階層化して各層に適切な講習内容

を検討し、教育効果を向上させる事を目的として、本プロジェクトを実施している。 
 
進捗状況 
実験廃液講習説明会用階層別配布資料を作成するために平成 27 年度現在の、廃液・排水取扱状況や業

務の問題点及び廃液・排水講習の現状を明らかにするため、大環協実務者連絡会会員の廃液・排水実務担

当者を対象にアンケートを行い19大学の方から回答をいただくことができた。 

アンケート結果を内容毎にまとめ、さらに追加調査の必要な箇所については追加アンケートを実務者連

絡会会員の廃液・排水実務担当者に対して行った。また大環協役員の先生方にも追加アンケートと同様の

アンケートを依頼した。その結果実務者のみならず管理者側の貴重な意見や情報を得ることができた。最

終的には2回のアンケートを合わせて24大学の方から回答が得られた。28年3月末現在アンケート結果

の解析中であり、継続して当初の目的である実験廃液講習の内容について検討している。 
 
今後の展望 

今後の作業として、回答協力機関にアンケート結果を送付する。さらに、平成27年度に行った追加ア

ンケート等の結果をもとに、得られた意見とヒヤリハットの事例を解析し、排水および実験廃液講習の

内容にどのような項目が必要なのかを検討していく。検討結果をもとに階層別説明資料の骨子（階層

別に別資料を作成予定）となる大学学部生対象の説明用スライド原稿を作成していく予定である。 
    

    

（２）（２）（２）（２）特別有機溶剤に係る特別有機溶剤に係る特別有機溶剤に係る特別有機溶剤に係る作業環境測定作業環境測定作業環境測定作業環境測定等に関する実態調査等に関する実態調査等に関する実態調査等に関する実態調査    

○三上 恭訓（東北大学）、牧野 育代(東北大学)、中村 剛(東北大学) 



9 

 

    

    

（３）（３）（３）（３）衛生管理者による巡視をデザインするための要素の検討衛生管理者による巡視をデザインするための要素の検討衛生管理者による巡視をデザインするための要素の検討衛生管理者による巡視をデザインするための要素の検討    

○澤口亜由美（東北大学、プロジェクト代表）、伊藤康子（九州工業大学）、大津芳（山形大学）、 

岡野衣沙（静岡大学）、柏木保人（筑波大学）、金澤浩明（茨城大学）、川上貴教（北海道大学）、 

榊原洋子（愛知教育大学）、千頭和瑞貴（静岡大学）、中村修（九州工業大学）、 

中山政勝（静岡大学）、野村桃恵（愛知工業大学）、藤井邦彦（新潟大学） 

 

はじめに 

 本プロジェクトは、平成２５年度に採択された「大学等における巡視の方法とシステムについての

調査」で実施したアンケート結果を基にしている。アンケートの結果から、巡視を取り巻く問題は以

下の５項目に大別された。 

 １）巡視内容またはメンバー構成の不備 

 ２）指摘事項の改善における不備 

 ３）指摘時の判断基準 

 ４）巡視への協力体制 

 ５）通知・連絡手段の不備、など 

 これらの問題は、衛生管理者自身が考え、解決に向けて行動できるものもあれば、総括安全衛生管

理者をはじめとするそれぞれの長が検討しなければならない問題、部屋を管理している者が改善しな

ければならない問題もあった。こうした問題を整理し、衛生管理者の負担を軽減することが本プロジ

ェクトの狙いである。 
 

プロジェクトの進捗状況 

○チェックリストの作成 

平成２５年度のプロジェクトで実施したアンケートのデータから、平成２６年度のプロジェクトで

は衛生管理者巡視の際に使用する標準手順書となるチェックリストを作成した。このチェックリスト

は、初めて衛生管理者巡視を行おうとする者でも、どのようなポイントをチェックすればよいのかと

いう最低限の項目を記載している。これにより、法令で衛生管理者の職務として具体的に記載されて

いる巡視を円滑に行う一助となればと考えた。 

 

○リスクアセスメント 

チェックリストの項目については、同じ階層の項目として並べられているものの、すぐに改善しな

ければならない危険性の高いものもあれば、徐々に問題となる恐れがあるものや、何か問題が発生し

た際に二次被害を招く恐れのあるもの等、改善の緊急性、優先度が異なるものが混在している。 

 

○優先度を考慮した巡視の実施 

これらを意識して衛生管理者に巡視させることが巡視における指摘事項の均一化につながるので、

チェックリストを衛生管理者の教育教材として活用できる可能性も考えられる。また、指摘事項に優

先順位をつけることで、研究室側の安全衛生管理水準を踏まえつつ、危険性の認識度合いを強められ

る可能性もある。一度にたくさんの指摘を受けてしまうと研究室側でも対応が頓挫しやすく、また簡
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単なものだけの対応に終始してしまいやすい。研究室にリスクを正しく認識させ、危険性の高いもの

から改善してもらうことで、研究室側での改善事項の不備の解決にもつながっていくのではないかと

考えている。また、衛生管理者本人のそれまで携わってきた専門分野や、その中で経験してきたこと

から生じる危険性に対する順位付けの関係性についての検討を引き続き行っている。 

これにより、衛生管理者、あるいは巡視を行うメンバーについての検討を行う際のひとつの判断基準

になるものと考えている。 

  

○衛生管理者の抱える課題 

こうした様々な活用が考えられるチェックリストの完成を以って衛生管理者の負担を軽減できるか

と考えたが、衛生管理者が抱えている問題の解決には不十分であることがわかった。なぜなら、衛生

管理者の負担は衛生管理者自身が考えるべき問題と、大学全体や研究室内で検討しなければ改善でき

ない問題が混在しているが、我々プロジェクトメンバーを含めた大学関係者全員にそれが認識されて

いないためである。 

 

○マインドマップの作製による整理 

こうした問題を明らかにするため、平成２５年度のアンケートで列挙された問題をマインドマップ

を用いて系統的に整理した。さらに、衛生管理者の業務と衛生管理者巡視、衛生管理者と関連部署等

についての構成要素についてもマインドマップを用いてそれぞれ整理しているところである。これら

を整理し、誰が考えなければならない問題かを明らかにすることが、衛生管理者の負担軽減の一歩に

なるものと考えている。 

 

○今後について 

衛生管理者に各機関が課している業務は様々で、巡視のみというところもあれば安全衛生管理全般

を担わせているところもある。また、衛生管理者が兼任のところもあればひとつの業務に特化しての

専任、安全衛生業務全般の専任など、衛生管理者が置かれている状況は多様であり、業務負荷の要因

も様々考えられる。それぞれの個別具体的な事象を整理し、衛生管理者自身が解決に向けて行動でき

る部分について、一提案を目指していく予定である。 
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（４）（４）（４）（４）“利き手”に着目した安全と作業環境の向上に関する基礎調査“利き手”に着目した安全と作業環境の向上に関する基礎調査“利き手”に着目した安全と作業環境の向上に関する基礎調査“利き手”に着目した安全と作業環境の向上に関する基礎調査    

○牧野育代（東北大学）、榊原洋子（愛知教育大学）、中村修（九州工業大学）、菊池都士（東北大学）、

富樫 晋（東北大学）、中村 剛（東北大学）、三上恭訓（東北大学）荻野和夫（群馬高等専門学校） 

 

はじめに 

 身体的な傾向として、右利きあるいは左利きといった、“利き手”によって、道具の使用や物の配

置に関して不便、便利の意見が分かれる。実験室や作業場などは一つの空間の大きさが限られており、

その範囲で複数の人々が共同あるいは単独で作業にあたる。限られた空間において作業する人々にと

って、安全と作業環境の確保は、まず始めに熟慮される重要な要素であるものの、互いのスキルや身

体的傾向に関する情報は共有化されておらず、このことが作業効率低下の一因となっていることが考

えられる。本申請では、このような“利き手”の違いがもたらす作業リスクを調査した。 

 

進捗状況 

 これまで、文献調査による基礎知識の構築を重点的に進めた。“利き手”の違いが日常生活に及ぼ

す影響などを題材にした主に海外による調査報告では、共同作業を前提とした作業場の環境や安全面

の確保以前に、作業に用いる道具の適正（あるいは不便さ）について、作業者一人一人が認識する必

要があることを示していた。 “利き手”の後天的変化により、周囲の環境への適応が可能である一

方、その変化の程度には時間的要素と身体的な訓練とが関係しており、ある程度の年齢になってから

では習得に困難を伴う。頻度が限られるスポット的な化学実験や精密機器を扱う作業においては、そ

の点に十分に気を配らなくてはならない。 

 

今後の展望 

安全と作業環境の確保はまず始めに熟慮される重要な要素である。作業の場においては、“効き

手”のみならず、“効き目”、“利き足”などといった、いわゆるドミナンスファクターがその効率性

と安全性を左右する要素として働くことが考えられる。これらの作業効率にかかわるファクターを総

合的に考察し、個人の身体的傾向の自己把握と周囲への適応に基づく作業効率上昇のための具体的手

法の創出を試みる。 
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２．２．２．２．平成平成平成平成22227777年年年年度度度度大学等環境安全協議会実務者連絡会集会報告大学等環境安全協議会実務者連絡会集会報告大学等環境安全協議会実務者連絡会集会報告大学等環境安全協議会実務者連絡会集会報告    

安全衛生部門 部門長 金澤 浩明 

 

（１）目的 

大学等環境安全協議会総会に参加される安全衛生、廃液、排水管理の実務に携わられている大

学やその関係機関の実務者の交流・情報発信の場として開催している実務者連絡会企画の集会で

ある。 

 

（２）実施日時・場所・議題 

日時：第33回大学等環境安全協議会総会研修会(前日) 

平成27年7月23日（木）9：30～12：00 

場所：名古屋大学 豊田講堂 第一会議室（愛知県名古屋市千種区不老町） 

対象：実務者連絡会会員 

議題： 

１． 平成２７年度予定及び新規役員について 

２． プロジェクトの応募状況について 

３． 廃棄物部門及び安全衛生部門の現状と課題について 

４． 実務者として悩んでいる事項について 

５． まとめ 

 

（３）集会実施報告について 

議題１、２について実務者連絡会世話人の榊原先生より報告があり、 

１．新規役員について、まだ総会前で確定はしていない為、あくまで予定として実務者連絡会

世話人（大環境理事）、廃棄物ならびに安全衛生の新部門長、新副部門長の紹介を行なった。 

２．プロジェクトの応募状況についても昨年度と同様、実務者連絡会プロジェクトとして新規

のプロジェクトを募集する旨の連絡があった。 

３．４．５．について司会進行を廃棄物新部門長の片岡氏と安全衛生新部門長の私で行い、集

会参加者のフロアの皆様の簡単な自己紹介と現在、抱えている悩みを発言していただき、他のフ

ロアの参加者のご意見・コメントから問題解決の糸口を見出し、各々の職場において、また各大

学の実務者の方々の交流に生かしていただくため、このような形態で実施した。フロアにおいて

多かった悩みは「大学との教員との連携」に関する悩みが顕著であったが、今回、今後の実務者

連絡会で取り上げて欲しいテーマ等についてアンケートを実施したが、フロアの悩みと若干傾向

が違っており、今後、11月での技術分科会における実務者企画プログラム、平成 28 年 3月に行

なう実務者研修会で取り上げていくための検討材料とすることとした。アンケート結果は別紙の

通りである。 

 

実務者連絡会実施アンケート集計結果 

 

（１）第8回実務者連絡会技術研修会（於：琉球大学）開催候補日について 

① 3/8,9      7票 

② 2/29,3/1     8票 第1候補 

③ 3/7,8      4票 

④ 2/15～19    4票 

⑤ 1/18～22    2票 

⑥ 1/25～29    2票 
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⑦ 特になし    5票 

 

（２）実務者連絡会開催プログラムについて取り上げたいもの（意見の多い順に） 

安全管理部門として 

・化学物質のリスクアセスメント（大学に適した方法、考え方、ツール、先行事例紹介等）11票 

・ストレスチェックについて4票 

・高圧ガス管理について3票 

・作業環境測定や局所排気装置メンテナンス 

 

廃棄物処理部門として 

・改正水質汚濁防止法への対応状況（施設改修対応など）、対応事例の紹介4票 

・廃液・廃棄物を含む化学物質に関する教育（ガイダンス説明会など）について2票 

・排水管理の解決方法2票 

・大学における廃棄物業者委託処理の利点と問題点2 

・不用試薬処分について 

・廃棄物・不用試薬の削減について 

・廃液・廃棄物業者を選ぶ方法 

・リスクアセスメント 

・教員移動、定年に伴う試薬類の処理 

・排水分析法の工夫について 

 

研修会全体として 

・実務者のスキルアップ 

・大学で行われている廃液・排水・薬品管理に関する講習会等の紹介 

・新たな対応が必要な事項 

・環境安全衛生に関わる情報等の共有化などの先行事例紹介 
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３．第３．第３．第３．第31313131回技術分科会実務者連絡会企画回技術分科会実務者連絡会企画回技術分科会実務者連絡会企画回技術分科会実務者連絡会企画報告報告報告報告    

（１）山口大学解剖実習室見学会報告 

静岡大学 安全衛生センター 岡野衣沙 

 

今回、山口大医学部の解剖実習室を見学させていただいた。学生時代も現在も、医学部を持たない

大学であるので、医学部の実習室に対するイメージが全くない状態であった。そのため、今回の見学

は大変貴重な機会であった。 

見学前には実習室の環境に関する説明があった。解剖実習室の作業環境の改善状況を具体的に説明

してくださった。 

実際、解剖実習室に入ってみると特殊な場所という印象はなく、理工系学部の実験室の雰囲気と同

じような印象であった。大きく異なるのは献体が置かれている点と、局所排気装置が内蔵された解剖

台がある点であるが、工学部などの実験室の方が薬品臭を感じるのでは、と思うほどにおいは気にな

らなかった。局所排気装置はシンプルで、メンテナンスしやすい構造であり、使用はもちろん維持を

していく上でも使いやすい印象であった。 

 もちろん、局所排気装置だけでなく、蓋つきのゴミ箱を設置しているなど作業者への配慮がされて

いた。解剖実習室だからこその配慮も多くされていたが、他の実験室にも通ずる配慮であり、積極的

な安全への取り組みとしてお手本にしていきたい。 

その後、秋吉台に移動して化石採集を行った。今は海も見えない場所であるが過去には海の中にあ

りアンモナイトやフズリナ、サンゴなどの化石を見ることができる。私ももちろん、参加された皆さ

んが夢中になられていた姿がとても印象的であった。 

また秋芳洞は長い時間をかけて、ほんの少しずつの積み重なりから生まれたものだと想像もできな

いほど広大で、自然は刺激的で面白くて楽しいと実感することができた。 

 このような機会を企画してくださった皆様にお礼申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

図1.実習台内部の様子 
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（２）第31回大学等環境安全協議会技術分科会 実務者連絡会企画プログラム 

「大学等におけるリスクアセスメントの現状について」参加記 

琉球大学 機器分析支援センター 古謝 源太 

 

 去る平成27年11月19日、第31回大学等環境安全協議会技術分科会において、実務者連絡会プログラム

「大学等におけるリスクアセスメントの現状について」が行われ、国立・私立の工業系単科大学、総合大学、

高等専門学校、大学共同利用機関、廃棄物処理業の各分野組織から計6名、化学物質のリスクアセスメント

に関する取組みの現状と課題について報告がなされた。平成 28 年 6 月からの義務化に向けて各機関対応を

迫れている最中であったことから、非常に多くの関心が寄せられ活発な質疑応答が行われた。以下参加記と

して概要を報告したい。 

 

九州工業大学 中村修氏「九州工業大学における化学物質リスクアセスメントについて」 

先日厚生労働省から出された「危険性または有害性等の調査に関する指針（平成 27 年 9 月 18 日付公

示）」の内容とともに、九州工業大学で検討を進めている有害性についてのリスクアセスメントの手順につ

いて報告がなされた。 

会計システムの購入履歴から対象物質を絞り込んだ後、リスクアセスメントの初期段階において「JISHA

方式化学物質リスクアセスメント Web ツール（福井大学作成・公開）」を活用しスクリーニングを行うこと

としている。Web ツールの活用により研究室の責任者にリスクを認識してもらうことを目指していると説明

された。またスクリーニングにおいてリスク大と診断された作業については、学内の専門的知識を有する者

（労働安全衛生コンサルタントや作業環境測定士など）による現場ヒアリングや個人暴露測定を実施するこ

とも説明があった。 

 

名古屋大学 三品大志氏「名古屋大学化学物質等安全管理規定に取り入れられたリスクアセスメント」 

名古屋大学三品氏からはリスクアセスメント実施体制の整備について報告がなされた。労働安全衛生法の

改正に伴い「名古屋大学化学物質等安全管理規程」にリスクアセスメント実施に関する項目を追加し、化学

物質を実際に取扱う学生・研究員等（化学物質取扱者）と研究室の責任者にリスクアセスメントの実施の任

を付かせることとした。またリスクアセスメントの結果の評価は部局に置く担当者が実施することとし、そ

の内容に基づいて全学組織である環境安全衛生管理室が、担当理事・部局長・化学物質管理責任者に対して

支援・助言を行う事で、実効性のあるリスク軽減対策の実施を目指すことが報告された。 

 

愛知工業大学 水野典子氏「愛知工業大学におけるリスクアセスメントの試み」 

 愛知工業大学水野氏からは、化学物質の危険性の自覚とリスクアセスメントの習得を目的とした学部生講

義の事例が報告された。まず 2 年生を対象にオリジナルのビデオ教材による排水講習会を実施し、3 年生の

段階では穴埋め形式の授業でSDSの活用方法を講義、そして4年生に進級したら実際に厚生労働省コントロ

ールバンディングツールを活用したリスクアセスメントの実習を行い、段階的な化学物質リスクアセスメン

トの必要性の理解を目指している。また作業に関するリスクアセスメントにも取り組んでおり、オリジナル

のビデオ教材と goodledocument を活用しながら、KYT からの発展形としてリスクアセスメントの習得を目

指していることと説明された。 

 

福井工業高等専門学校 片岡裕一氏「東海・北陸地区高等専門学校におけるリスクアセスメントの現状調

査」 

 東海・北陸地区の国立高等専門学校8校を対象に化学物質のリスクアセスメント対応に関するアンケート

報告が行われた。化学物質リスクアセスメントの義務化については知っていたとの回答は 100%であった一

方、準備を含む実施の予定については60%にとどまっており、義務化まで8 か月の時点でも対応に差がある

現状が報告された。一方機械についてのリスクアセスメントは 80%の高専で実施されていることが明らかに
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なり、これは機械によるリスクが外傷として視覚的に予測可能なことに対し、化学物質の有害性リスクは疾

病や慢性中毒など不可視な点があることが、取組みの状況の違いを生み出しているのではないのか、と報告

者の考察が添えられた。 

 

高エネルギー加速器研究機構 平雅文氏 

「労働安全コンサルタントの導入とリスクアセスメントへの取り組み」 

 大学共同利用機関におけるリスクアセスメントの例として、東海キャンパス J-PARC ハドロン実験施設に

おける放射性物質の漏えい事故（2013 年 5 月）と請負作業者転落事故（2014 年 1 月）の再発防止対策と、

その関連で行われたリスクアセスメント実施例が報告された。 

 機構では安全管理体制の見直しとともに、労働安全コンサルタントを招き現場巡視を実施したこと、また

ハドロン実験施設全体のリスクアセスメントとして、労働安全コンサルタントの指導のもと月ごとに危険の

種類に応じた重点項目を設定して巡視を行い、その結果を基にリスクの評価と低減策を行う方針との報告が

なされた。 

 

アサヒホールディングス株式会社 松山直樹氏 

「アサヒプリテック株式会社北九州事業所におけるリスクアセスメント活用」 

 最後に、大学等から排出される多くの実験系廃棄物の処理を受託しているアサヒホールディングス株式会

社の取組事例が報告なされた。冒頭、厚生労働省の統計指標をもとに産業廃棄物処理業が全産業と比較して

労働災害の高いリスクを持つこと、特に産業廃棄物の混触による異常反応のリスク低減が求められているこ

とが説明された。 

 そこでアサヒホールディングスでは元素移動シミュレーションと「廃棄物処理レシピ」を開発し、焼却処

理におけるカロリー変動と異常燃焼が抑制された。受入廃棄物の性状を正確に把握し危険予知とリスク排除

を目指すプロセスは化学物質リスクアセスメントにとって有用であると指摘しており、また排出事業者への

啓もう活動の一環として、処理可否判断に必要な10項目がくわしく紹介された。 

 

また当日の報告内容は「環境と安全」第7巻第1号により詳しく掲載されている。そちらも合わせてご参

考願いたい。 

 

  
会場となった「ホテルかめ福」の正面玄関と実務者連絡会企画プログラムの様子 
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４．４．４．４．第第第第8888回実務者連絡会技術研修会報告回実務者連絡会技術研修会報告回実務者連絡会技術研修会報告回実務者連絡会技術研修会報告    

大学等における化学物質のリスクアセスメントについて 

                    琉球大学機器分析支援センター 

                             前田 芳己 

  期日：平成28年2月29日（月） 9:00～17:00、 3月1日（火） 9:00～12:00 

場所：琉球大学千原キャンパス 理系複合棟102室 

 

プログラム 

 Ⅰ．廃棄物処理施設見学 平成２８年２月２９日（月）9:00～12:00 

  「アサヒプリテック（株） 沖縄営業所（沖縄県糸満市西崎町）」 

  那覇市内で集合→貸し切りバスで移動→施設見学→琉球大学千原キャンパス着 

 

 Ⅱ．大学における化学物質のリスクアセスメントの実施に関するシンポジウム 

 平成28年2月29日（月）14:00～17:00 

  13:30～    受付 

  14:00～14:10 開催の挨拶 

  14:10～15:10  

１．基調講演「大学における化学物質のリスクアセスメント実施に向けて」 

                            東京工業大学 橋本 晴男 

  15:10～15:20 休 憩 

  15:20～16:20 報告「各大学における化学物質のリスクアセスメント進捗状況報告」 

                            九州工業大学 中村 修 

                            茨城大学   金澤 浩明 

                            静岡大学   中山 政勝 

  16:20～17:20  

２．各大学における化学物質のリスクアセスメントの取り組み状況報告と意見交換会                                       

－第1部－ 

                      パネリスト 東京工業大学 橋本 晴男 

                            九州工業大学 中村 修 

                            静岡大学   中山 政勝 

                      司会進行  茨城大学   金澤 浩明 

  17:30～19:30    情報交換会 

 

 平成28年3月1日（火） 

  9:00～11:00 

３．各大学における化学物質のリスクアセスメントの取り組み状況報告と意見交換会                                       

－第2部－ 

                      パネリスト 東京工業大学 橋本 晴男 

                            九州工業大学 中村 修 

                            静岡大学   中山 政勝 

                      司会進行  岡山大学   秋吉 延崇 

 

 Ⅲ．話題提供 

  11:00～11:30  

「水質汚濁防止法改正に伴う大学所有の有害物質使用特定施設の点検義務について 

        －神戸大学の神戸市環境局への対応例－」 神戸大学   吉村 知里 

 

 Ⅳ．実務者連絡会報告 

  11:30～12:00 

  12:00～12:10 閉会の挨拶
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Ⅰ．アサヒプリテック(株)沖縄営業所 施設見学 

 

 平成28年2月29日（月）、第8回実務者連絡会技術研修会の施設見学先として、

アサヒプリテック(株)沖縄営業所にお伺いした。  

 アサヒプリテック(株)は、神戸に本社を置き、北海道から沖縄まで網羅する形で拠

点ごとに営業所を置いており、廃棄物処理業務及び資源再生循環活動を展開している

会社である。 

 沖縄営業所は、全国営業所のうちの一つであり、沖縄県において優良産廃処理業者

の認定を受け、産業廃棄物（特別管理を含む）収集運搬及び廃酸・廃アルカリに関する中間処理を行ってい

る。 

 本学では、無機系廃液から有機系廃液、そして固形廃棄物まで廃液処理全般に関しての収集運搬と処理を

委託している。 

 見学会当日は、朝9時に那覇市内国際通りに近接した県庁前広場に集合して、チャーターしたバスで目的

地へと移動した。少々風のある日で、沖縄としては肌寒い日ではあったが、参加者の皆さんは、定刻前に全

員が揃い、バスを待つのみとなっていた。バスも定刻前に到着したため、予定を繰り上げての出発となった。

バスには、琉大スタッフの古謝が担当者として添乗し、道案内役をしながら、アサヒプリテック(株)沖縄営

業所には、途中の渋滞もほとんどなくスムーズに到着した。 

 現場では、担当の當間潤さんと比嘉利和さんのお二人に業務内容の説明と施設の

案内をしていただいた。参加者はお揃いの黄色の安全帽子をかぶり、施設内を見学

した。 

 施設現場は、1.中和処分設備、2.濃縮設備、3.Ag 電解設備、4.各産廃積み替え

保管場所に分かれており、処理ヤードと産廃の積み替えヤードの2つの建屋が隣合

わせで連なっていた。 

 処理ヤードには、1.中和処分設備、2.濃縮設備、3.Ag電解設備、 

があり、1.中和処分設備は、廃酸・廃アルカリの処理を行う設備であり、2.濃縮設備は、中和処理後の廃液

を濃縮し、減量化する装置とのことだった。3.Ag 電解設備は、処理ヤードの 2 階

部分にあり、写真廃液から銀を回収する(電気分解)装置が2機設置されていた。銀

回収装置は、デジタルカメラの普及により写真廃液の排出量が減ったこともあり、

装置の稼働は3ヶ月に1回程で、銀回収率も以前と比較して激減しているとのこと

だった。 

 産廃の積み替えヤードは、4.各産廃積み替え保管場所になっており、積み出される廃液タンクや固形廃棄

物が整然と荷造りされていた。 

 本営業所では、沖縄本島のみならず離島地域からも収集運搬を行っており、本施設で処理対応できない有

害物含有廃液や汚泥等は、種別ごとに仕分け・荷造りされて、海上輸送を

経て自社処理工場である北九州事業所や神戸事業所へ運ばれ最終的な処理

まで行われることであった。 

 見学終了後は、チャーターバスにて会場である琉大千原キャンパスへ向

けて移動し、お昼前に到着、現地解散となった。 

 アサヒプリテック(株)沖縄営業所の家木真司所長及び現場説明をしてい

ただいた當間潤さん、比嘉利和さん、並びに関係各位に感謝申し上げます。                                                
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Ⅱ．「大学における化学物質のリスクアセスメントの実施に関するシンポジウム」 

 今回の研修会では、「大学における化学物質のリスクアセスメントの実施に関するシンポジウム」と銘打

って、講師に東京工業大学の橋本晴男先生をお招きし、「大学における化学物質のリスクアセスメント実施

に向けて」のご講演をいただき、また、九州工業大学中村修先生、静岡大学中山政勝様、茨城大学金澤浩明

様には、「各大学における化学物質のリスクアセスメント進捗状況報告」としてそれぞれの大学での取組み

状況のご報告をいただきました。 

 なお、研修会開会にあたり共催校を代表して琉球大学機器分析支援センター中村宗

一センター長より、この会に参加いただいた皆様への感謝のお言葉とこの会が成功裡

に終了されることを祈念するとしたご挨拶をいただきました。 

 ご講演及びご報告をいただいた後は、4 名の方をパネリストとして会場前のテーブ

ルに座っていただき、「各大学における化学物質のリスクアセスメントの取り組み状

況報告と意見交換会」として、会場からの意見や質問に答えるパネルディスカッション型式で会を進行しま

した。 

  

「化学物質リスクアセスメント」は、労働安全衛生法の改正（第57条の3／平成26年度）により、事業者

が義務として行わなければならない指定化学物質（640 物質）による危険性または有害性等を調査するとい

うもので、本年6月より施行されるため各大学においても早急に実施体制等を整える必要があるものです。 

 橋本先生のご講演の内容で、リスクアセスメント（以下「RA」と表記）の考え方で個人的な感想として重

要であると思われた点は以下のとおりでした。 

 1．指定化学物質（640物質）全てについてRAする必要はない。 

 2．リスク評価には、ハザード（影響度）と暴露量の評価が必要。 

 3．RA を実施する前に、各研究室ごとの実情（使用している化学物質、使用形態、

使用量 etc.）を事前調査して、RAする化学物質を選択（初年度は、10物質程度）

する。なお、選択した経緯は記録として残す必要がある。   

 4．RA には、実測定のほかに、「コントロールハンディング」を利用する方法もあ

る。 

 5．「コントロールハンディング」には、厚生労働省の支援ツールと福井大ツール

（中央労働災害協会）がある。 

 6．RA を実施したあとは、リスクマネジメントに取組み、健康被害等の発生を抑

制する。 

 

 パネルディスカッションは、会場からの質問とあらかじめ取りまとめた RA に

関する質問に答える形で行われ、１部・2 部構成として、初日に第1 部を茨城大

学金澤浩明さん、翌日に第2部を岡山大学秋吉延崇さんの司会進行で行われまし

た。パネルディスカッションの内容の一部について紹介します。 

 1．RA実施の主体は事業者であるので、最終的には学長が責任を持つ。 

 2．RA 実施にあたり実施体制を整備することが重要。なお、RA 実施にあたって

は、最初から完璧を目指さず、できる範囲から 継続的に進めていき、2～3 年掛

けて充実させる。 

 3．RA を実施するにあたり、衛生管理者、作業環境測定士、あるいは、現場で

経験を積んだ人の協力が必要となる。 
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 4．RA を進める上では、現場の教員などの協力が不可欠となることから、化学物質管理システムなどを活

用し化学物質の使用量実績のデータや化学物質の暴露限界値などのデータを提供する等、現場の負担を軽減

する方法を考慮する。 

 5．RA 実施に向けた規程等の整備については、既定の規程等に付加する方法や実施マニュアル等を整備す

る方法など、大学の実情に沿って対応する。 

 6．RA義務化までには、①RAの方法を決める。②RA実施の責任体制の明確化。③化学物質管理の目的の設

定や管理ルールの作成。③学内の承認。は、最低限準備していく必要がある。 

 

 今回の研修会を通じて RAの取り組み方について学ぶことができ、RAについての予備知識が殆どなく、五

里霧中の状態であったものが解消され、幾分気が楽になりました。ただ、6 月施行ということであり、喫緊

な課題として体制作りを急がなければならない状況に変わりがなく、関係部局との調整を急ぎたいと思う次

第です。 

 

Ⅲ．話題提供 

 「水質汚濁防止法改正に伴う大学所有の有害物質使用特定施設の点検義務について－神戸大学の神戸市環

境局への対応例－」と題して、昨年3月に行われた神戸環境局による神戸大学キャンパスの視察の様子と神

戸大学の対応について、神戸大学吉村知里先生よりご報告をいただきました。 

 改正水質汚濁防止法により土壌汚染防止及び地下水汚染防止の見地から「特定施

設」からの有害物質の排出規制及び地下浸透禁止に加えて、有害物質を取扱う特定

施設について、構造等に関する基準が設定され、基準の遵守義務と点検義務（記

録）が要求されています。 

 神戸大学では、『実験排水は 3 回洗浄水まで廃液としてポリ容器等に回収してい

る』こと、『排水検査も下水道法に則り実施しており、独法化以降の違反事例はなく、また、ｐＨモニター

枡や除外施設（中和・曝気槽）があり基本的に有害物質の排出はない』旨を説明されたとのことでした。結

果的には、神戸市環境局からの指導としては、実地検分の結果も併せの判断として、

『年1回の法令点検を実施するよう』になったとのことでした。 

 神戸大学では、神戸市環境局の指導を受け、規制対象となる特定施設について、

「特定施設及び実験排水管の確認要領」と「特定施設の点検表」を作成し、各部局

の担当職員が目視等で施設本体の破損や排水配管の水漏れ並びに床面の濡れの有無

の確認を行い、各部局及び施設部並びに環境保全推進センターで情報を共有する体制を整えられたとのこと

でした。 

 神戸大学の実例を拝聴し、環境保全活動としての廃液処理業務と排水検査業務に関して、日頃からの啓蒙

と実践活動の支援の大切さ及び法令遵守への取組みの重要性を改めて認識しました。  

 また、この法令に対応するためには、行政機関による指導を仰ぐことも然る事ながら、先ずは規制対象と

なる施設の絞り込みと施設廻りの配管や床面の現状把握を進めるとともに並行して学内関係機関の協力体制

を構築していく姿勢が大切ではないかと感じました。 

 

◇情報交換会 

 初日の研修会終了後に情報交換会を持ちましたところ、40 余名の参加がありました。小さな会場でした

が、皆様和気藹々として楽しくご歓談いただきました。参加していただいた皆様が、お互いに交流をもたれ

て楽しく過ごしていただいたことに、交換会を設けた一員として、感謝申し上げます。 
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（発表資料）（発表資料）（発表資料）（発表資料）    

Ⅲ．話題提供「水質汚濁防止法改正に伴う大学所有の有害物質使用特定施設の点検義務についてⅢ．話題提供「水質汚濁防止法改正に伴う大学所有の有害物質使用特定施設の点検義務についてⅢ．話題提供「水質汚濁防止法改正に伴う大学所有の有害物質使用特定施設の点検義務についてⅢ．話題提供「水質汚濁防止法改正に伴う大学所有の有害物質使用特定施設の点検義務について    

－神戸大学の神戸市環境局への対応例－」－神戸大学の神戸市環境局への対応例－」－神戸大学の神戸市環境局への対応例－」－神戸大学の神戸市環境局への対応例－」                            神戸大学神戸大学神戸大学神戸大学    吉村知里吉村知里吉村知里吉村知里    
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５５５５．部門活動報告．部門活動報告．部門活動報告．部門活動報告    

（１）安全衛生部門（１）安全衛生部門（１）安全衛生部門（１）安全衛生部門    

平成28年3月31日 

安全衛生部門 部門長 金澤 浩明 

１）実務者連絡会での活動方針 

現在、全国の大学において安全衛生業務に従事している業務担当者は非常に困難な状況にある

といえる。これは常に新たな様々な法改正（労働安全衛生法・水質汚濁防止法・消防法など）に

対応する為に常にアンテナを張り巡らせ、新たな対応を進めるのに現在の業務員が兼務せざるを

得ない過酷な状況が安全衛生の現場ではないかと思われる。 

そこで、大学等環境安全協議会実務者連絡会の安全衛生部門では、各大学の安全衛生業務に従

事する実務者がお互い業務に必要な情報の共有化ができ、講習会の開催によって問題解決の糸口

になる情報・技術の提供を行なうことで日常の業務の一助にしていきたいと考えている。 

 

２）平成27年度事業報告について 

日時 事業名 概要 

7月23日 平成27年度大学等環境安全協議会 実務者連絡会集会 

場所：名古屋大学 豊田講堂 第1会議室 

参加者数 31名 

アンケートを実施、結果は

本号にて掲載 

11月19日 平成 27 年度大学等環境安全協議会 実務者連絡会第二

回集会 

場所：カリエンテ山口 第一研修室 

参加者数 30名 

平成28年 

2月 29 日～

3月1日 

大学等環境安全協議会 第 8 回実務者連絡会技術研修

会 

場所：琉球大学理系複合棟102室 

参加者数 66名 

 

３）平成28年度事業活動について 

平成 27 年事業報告にある平成 27 年度大学等環境安全協議会 実務者連絡会集会でアンケート

を実施し、実務者がどのような問題に直面し、実務者連絡会で取り上げて欲しいと思っているの

かをまとめ、それを 11月や 3月の集会・研修会で実施してきた。平成 28年度の事業活動におい

ても同様な視点を持ちながら活動を進めてゆく予定である。 

 

日時 事業名 概要 

平成28年 

7月21日 

平成28年度大学等環境安全協議会 実務者連絡会集会  

11月 平成 28 年度大学等環境安全協議会 実務者連絡会第 2

回集会 

 

 

平成29年 

3月予定 

大学等環境安全協議会 第 9 回実務者連絡会技術研修

会 

場所：筑波大学、高エネルギー加速器研究機構 

2日間開催予定 
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（２）廃棄物部門（２）廃棄物部門（２）廃棄物部門（２）廃棄物部門    

 

平成28 年3 月28 日 

廃棄物部門 部門長 片岡裕一 

１）廃棄物部門の活動方針 

 

廃棄物処理の原則は自前処理であるが、近年大学や研究所等においても廃液の外部処理委託割合が

増加している。古くから廃棄物処理を担当してきた職員の業務も、多様に変化してきた。しかし、依

然として研究や教育に使用されている化学物質が様々な形で廃棄物や排水として施設から搬出される

際に適正な形にして送り出すことが我々の重要な役割であることに変わりはない。この役割を果たす

ために情報の共有化と先進的な事例を紹介することを本会の方針としている。 

前任者の中村先生の言葉を借りると実務者連絡会は「実務者が集まり廃棄物管理について情報交換実務者が集まり廃棄物管理について情報交換実務者が集まり廃棄物管理について情報交換実務者が集まり廃棄物管理について情報交換

を行う唯一の団体であるを行う唯一の団体であるを行う唯一の団体であるを行う唯一の団体である」ことから、廃棄物等の知識と経験を共有し新しく実務者となる方々に継承

していかねばならないと考えている。 

 

２）平成27年度の事業報告 

 

日時 事項 概要
平成27年4月 部門長交代 九州工業大学　中村　→　福井高専片岡
平成27年4月 副部門長交代 片岡　→　鹿児島大学　河野
平成27年7月 排水管理アンケート 排水管理研修で報告
平成27年7月23 日 排水管理研修 会場:名古屋大学 参加者 47 名   

 

３）平成28年度の見通し 

平成 28 年度は前年度に引き続き、部門長を福井高専片岡、副部門長を鹿児島大学河野先生が担当

する。 

現時点での活動予定は未定であるが、安全衛生部門と協同して廃棄物部門と安全衛生部門との共通す

る割合が多いテーマで、研修会を開催できればと考えている。 
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ⅣⅣⅣⅣ    お知らせお知らせお知らせお知らせ    

１．１．１．１．技術賞候補者推薦のお願い技術賞候補者推薦のお願い技術賞候補者推薦のお願い技術賞候補者推薦のお願い    

技術賞受賞者一覧 

受賞年 氏 名 所属団体（受賞時） 受賞年 氏 名 所属団体（受賞時） 

1989 小森 均平 名古屋大学 

2003 

吉崎佐知子 金沢大学 

1990 
岩崎 隆昌 NEC環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 岩原 正一 筑波大学 

藤元 数尊 岡山大学 山田 剛志 NECアメニプランテクス 

1991 矢坂 裕太 大阪大学 

2004 

伊藤 通子 富山工業高等専門学校 

1992 井勝 久喜 信州大学 佐藤 延子 東北大学 

1993 柏木 保人 筑波大学 重里 豊子 神戸大学 

1994 真島 敏行 京都大学 西 利次 アサヒプリテック 

1995 

奥墨 勇 埼玉大学 

2005 

小沢 宗良 島根大学 

小山 健夫 早稲田大学 白川 久栄 首都大学東京 

前田 芳巳 琉球大学 川口 聡 （有）環境産業 

渡邊 広幸 NEC環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 片山 能祐 NECファシリテイーズ 

1996 

梅本 健志 鳥取大学 

2006 

松原 滋 野村興産 

亀田 紀夫 北海道大学 吉識 肇 理化学研究所 

小泉 善一 玉川大学 鮫島 隆行 千葉大学 

首藤 征男 熊本大学 

2007 

千葉 憲一 八戸工業高等専門学校 

藪塚 勝利 群馬大学 松浪 有高 名古屋大学 

1997 

市川 良夫 姫路工業大学 澤村 幸成 サンレー冷熱 

大泉 学 新潟大学 

2008 

榊原 洋子 愛知教育大学 

管野 幸治 山形大学 坂下 英樹 広島大学 

浜本 健児 関西医科大学 秋吉 延崇 岡山大学 

三品 佳子 宮城教育大学 下田 勉 NECファシリティーズ 

1998 

城 義信 NEC環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
2009 

川上 貴教 富山大学 

鈴木 一成 浜松医科大学 吉村 徳夫 神戸大学 

長井 文夫 筑波大学 2010 布施 泰朗 京都工芸繊維大学 

宮下 雅文 兵庫医科大学 
2011 

伊藤 豊 NECファシリティーズ 

1999 

平田まき子 加計学園岡山理科大学 長谷川照晃 茨城大学 

武藤 一 秋田大学 
2012 

中村 修 東北大学 

山岸 俊秀 八戸工業高等専門学校 神田 浩治 野村興産 

2000 

図師比呂彦 香川大学 
2013 

藤村 久 静岡大学 

平 雅文 高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器研究機構 片岡 裕一 福井工業高等専門学校 

本田 由治 京都大学 

2014 

木間 富士子 群馬大学 

2001 

木村 利宗 同和工業 藤井 邦彦 新潟大学 

田平 泰広 長崎大学 安本 英宏 PFU テクノコンサル株 

長谷川紀子 東京工業大学 

2015 

鈴木 雄二 横浜国立大学 

若林 和夫 東京都立大学 三田 和義 埼玉大学 

2002 

荒井 智 早稲田大学 釘宮 浩介 ＮＥＣファシリテーズ（株） 

荻野 和夫 群馬工業高等専門学校 
    

田中 雅邦 岡山大学 
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大学等環境安全協議会技術賞候補として適正な方を、自己推薦も含め、世話人または大学等安全協

議会事務局に連絡下さいますようお願いします。なお、「技術賞内規」は、最新版を「環境と安全」

で確認してください。（締め切り：４月末日） 

 

●技術賞内規(平成28年3月現在) 

１． 本協議会に技術賞を設け、多年にわたり大学等における環境安全監理、教育、研究、医療等の諸

活動に伴って使用される化学物質等の管理、及びその結果発生する有害な廃棄物の処理に携わり、

または環境安全監理に欠くべからざる機械、器具ならびに試薬などの製造及びサービスの実務に

従事して、廃棄物処理技術の向上及び環境安全施設等の管理運営に功績のあった者にこれを贈呈

する。（中略） 

２．前条によって推薦される者は、多年にわたり第１条の実務に従事し、本協議会個人会員のうちの

技術系職員である者、又は団体会員及び賛助会員に所属する技術系職員である者とする。 

 

 

 

 

 

 

    

２．２．２．２．平成平成平成平成28282828年度年度年度年度実務者連絡会事業計画案実務者連絡会事業計画案実務者連絡会事業計画案実務者連絡会事業計画案についてについてについてについて 

世話人 榊原 洋子、秋吉 延崇 

 

・・・・第第第第34343434回協議会研修会第回協議会研修会第回協議会研修会第回協議会研修会第18181818回実務者連絡会及び総会回実務者連絡会及び総会回実務者連絡会及び総会回実務者連絡会及び総会    

日時：平成28年7月21日（木）、22日(金) 

場所：東北大学 

内容：実務者連絡会集会 

   第18回実務者連絡会総会 

事業報告、事業計画等 

 

・・・・第第第第32323232回技術分科会実務者連絡会企画プログラム回技術分科会実務者連絡会企画プログラム回技術分科会実務者連絡会企画プログラム回技術分科会実務者連絡会企画プログラム    

日時：平成28年11月17日､18日（予定） 

場所：熊本県立大学＊ 

内容：内容は未定ですが、 実務者の方に報告を募集し、講演していただくことを考えています。 

 

・第・第・第・第9999回実務者連絡会技術研修会回実務者連絡会技術研修会回実務者連絡会技術研修会回実務者連絡会技術研修会    

 日時：平成29年2～3月頃 

 場所：筑波大学、または高エネルギー加速器研究所 

 

 

実務者の皆様からの技術報告・事例報告を募集しておりますので、世話人までお知らせください。

また、グループディスカッションや講演のテーマなど、のご提案もお寄せください。 
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３．３．３．３．実務者連絡会ホームページ、実務者連絡会ホームページ、実務者連絡会ホームページ、実務者連絡会ホームページ、SNSSNSSNSSNSサービスについてサービスについてサービスについてサービスについて 

 

実務者連絡会のホームページを立ち上げています。実務者を対象とした情報を掲載していきたいと

思います。大環協ホームページからリンクが張ってあります。 

 

実務者連絡会HP http://www.daikankyo-eng.org/public/ 

 

 

実務者連絡会メンバーの情報交換及び相互理解を深めるため、SNS サービス（Social Networking 

Service）を運用しています。このサービスは、人と人とのつながりを促進・サポートするコミュニ

ティ型の会員制のサービスです。会員間の相互理解を深め、テーマを絞った掲示板を作成し、情報交

換を行うことが出来ます。 

この SNS へ参加するには、管理者から招待状を受け取らなければなりません。参加に当たっては以

下の条件があります。 

1. 実名で登録する。（ハンドル名不可） 

2. 参加者は実務者連絡会メンバーに限る。 

3. SNS内で知り得た情報を、情報提供者の了承無く外部に漏らさない。 

4. 他参加者に対して著しく不快感を与える行為を行わない。 

参加は無料です。参加ご希望の方は、世話人までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

４．４．４．４．実務者連絡会名簿登録実務者連絡会名簿登録実務者連絡会名簿登録実務者連絡会名簿登録についてについてについてについて    

実務者連絡会名簿への登録をお願いしています。まだ、登録されていない方、新規に登録希望の方

は、電子メールでお申込みください。詳しくは、実務者連絡会ホームページをご覧ください。 

 

http://www.daikankyo-eng.org/public/register/list.html 
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５．５．５．５．実務者実務者実務者実務者連絡会申し合わせ連絡会申し合わせ連絡会申し合わせ連絡会申し合わせ    

    

    

実務者連絡会 申し合わせ 

 

平成11年 1月制定  

平成15年11月改定  

平成20年11月改定  

平成23年 6月改定  

平成25年 7月改定  

1. 大学等環境安全協議会実務者連絡会(以下「実務者連絡会」という。) と称する。  

2. 実務者連絡会の事務局を代表世話人の自宅におく。 

3. この会は、大学等において大学等環境安全協議会(以下「大環協」という。) が関係する業務

に技術的または事務的に直接携わる者を中心とした職員等（以下「実務者」という。）が、

その連携を密にし、会員相互の資質の向上をはかることを目的とする。  

4. 会員は、大環協の団体会員及び賛助会員に所属する者で、自らが実務者であると認識し、入

会を希望した者とする。  

5. 実務者連絡会は大環協内に設置し、適宜大環協に援助を仰ぐ。  

6. 大環協担当理事は、大環協理事会によって決定され、世話人を兼ねる。  

7. 実務者連絡会の代表は、大環協担当理事の互選によって決定し、会務を総括する。  

8. 実務者連絡会内に部門を置き、会員は１以上の部門に所属する。  

9. 各部門には部門長・副部門長を置き、部門活動については研修会等で開示に努める。  

10. 当面、廃棄物部門と安全衛生部門の２部門を発足させる。部門の改廃は実務者連絡会総会で

決定する｡ただし、部門の細分化についてはこの限りではない。  

11. 大環協担当理事ほか、世話人若干名、部門長、監事の役員を置く。部門長及び監事について

は、大環協担当理事、世話人のもと、会員の互選により決定し、副部門長は部門長の指名に

よる。  

12. 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。  

13. 長年にわたり大学等において廃棄物処理等環境安全の実務に従事し、定年退職された方若し

くは一年以内に定年退職見込みの方で、かつ、役員等により大学等環境安全協議会実務者連

絡会に貢献があった者に実務者連絡会功労賞を贈呈する。  

14. 実務者連絡会を毎年開催し、会報を発行する。  

15. 経費は、大環協で決められた範囲で賄う。  

16. 決算は、監事の監査を経て、実務者連絡会に報告する。  

17. 会の活動内容等は、大環協に報告する。  

    




